
ローレンツ力の導出過程

Ⅰ．数学的な準備（Ｓ’系はＳ系とｘ軸を重ねた状態で正の向きに移動する移動）
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（Ａ）時空間変数での扱い
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Ⅱ．マクスウェル方程式のローレンツ変換による書き換え
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 0Bdiv まずこの二つの方程式を元にして書き換えをする。
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（まとめ）

ローレンツ変換に従って、マクスウェルの方程式を書き換えた場合に

電場 Eと磁場Bが次の通りに変換されるなら
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B
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


 0Bdiv はローレンツ変換において

対称性（共変性）を保つ。

電場 Eと磁場 Bのローレンツ変換における変換式

ｘ軸方向（Ｓ’系の原点 O’の進行方向）について

   xx EE '    xx BB '

ｙ、ｚ軸方向（Ｓ’系の原点 O’の進行方向に垂直な方向）について
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